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Summary 
In 11 plots of rice paddy field applied with different amounts of rice straw or compost， methane 
emission rates， growth of rice plants， and soil environments such as soil Eh， soil gas compositions， 
and NHr N concentrations were measured over the cultivation period. The relationships between the 
methane emission rat巴andeach of other environmental factors changed with the growth stage of rice 
plants. The methane emission rates were very low during the period soon after the transplanting， while 
the rates increased thereafter and reached the highest level atthe maximum tiler stage. Throughout 
these periods， the correlations between the methane emission rate and each of other factors were gener. 
aly very low. After the maximum tiler stage， however， the methime emission rate was negatively 
correlated with the number of tiler of rice plants per area and also with the soil Eh. Further， itwas 、
positively correlated with the methane concentration in the soil gas and also with the NH4-N concentra-
tion in the soil. The seasonal changes in the gas compositions inthe rhizosphere soil of rice plants were 
almost the same as those in the non-rhizosphere soil 
key words : methane flux， greenhouse effect， paddy field， soil gas， oxidation-reduction potential 










































































基肥(kg/10a): N， 4.0; P20s， 6.0; KzO， 4.7 








資材単用区 150 30 
堆肥lt区 1000 
堆肥lt資材区 1000 150 30 
堆肥3t区 3000 
堆肥3t資材区 3000 150 30 
稲わら0.5t区 500 
稲わら0.5t資材区 500 150 30 
稲わら0.75t区 750 
稲わら0.75t資材区 750 150 30 
資材多区 450 90 
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これら全ての試験区の土壌 Eh.土壌ガス中のメタンお いた その後は表で示されるように，堆肥1t区と稲わら
よびC02渡度，さらに土壌中の NHcN濃度を測定しその 0.5t区等ではメタン濃度は減少したが，有機物無施用区
季節変化を調べた.図 2にこのうちの 4試験区の土壌 Eh でむしろ高く維持される傾向があった.
の季節変化を示した土壌 Ehは一般に最高分げつ期頃ま 各試験区土壊中の NHcN濃度は概ね 6月中旬が最
では低下し， 中干し以後一旦上昇したその後収穫まで も高く，それから約2週間後にはその約10分の l程度ま
の聞に Ehが上昇した区も多かったが，有機物無施用区と で大幅に減少し 8月になって若干増加するという季節





が.8月には逆の場合もあった.しかし，両土壌中にお 聞の関係の季節変化を調べた(表4) なお 6月初旬
ける各ガスの濃度の季節変化は，基本的に同様の傾向を までは水稲の茎数の試験区毎の差はほとんどなかったの







試験区 5126 6/12 7120 8/14 
CH. CO2 CH. C02 CH. CO2 CH. CO2 
3要素区 17.4 3.2 24.8 14.6 17.9 9.7 38.3 19.8 
堆肥1t区 5.9 0.5 41.2 17.9 7.4 4.5 10.0 8.4 
稲わら0.5t区 14.4 2.0 33.2 23.5 18.0 8.2 15.7 7.9 
資材多区 42.7 10.4 26.4 13.8 41.9 17.4 
3要素区 38.1 12.7 25.0 7.2 35.3 14.7 
堆肥1t区 33.111.7 10.0 5.6 6.9 5.4 
稲わら0.5t区 38.6 14.5 23.7 7.9 9.3 6.8 





6/12 6/30 7114 8/5 8/14 













メタン濃度 0.639命 -0.742* -0.658宇一0.698*
NH.-N濃度 0.042 -0.076 -0.846* -0.303 
数字は，水稲の茎数と各土壊環境要因との測定日毎の相関係数を示す.
へp孟0.05;一.Not determined. 
表に示されるように，土壌 Ehと水稲の茎数の聞の関 高くなる同じ傾向があり 7月14日と 8月26日・には有意
係は，分げつ盛期から最高分げつ期に至るまでの 6月中 の相関が認められた. 一方，水稲の茎数と土壌中のメタ
と，最高分げつ期を過ぎた 7月中旬以後とではかなり異 ン濃度の聞には 6月中旬から 8月下旬までのいずれの
なった. 6月中は両者の聞に有意の相関はなかったが， 時期についても，茎数が多い区ほどメタン濃度は低い有
7月中旬以後にはいずれも茎数が多い区ほど土壌 Ehは 意の負の相関があった.土壌中の NH4-N濃度との関係
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では 7月14日には茎数が多い区ほど NHcN濃度は低 た
い有意の相関があったものの，それ以外については有意
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5/26 6/30 7114 8/5 8126 
3要素区 0.12 10.23 14.30 11.32 13.08 
資材単用区 0.09 8.37 12.29 17.88 13.15 
堆肥lt区 0.16 7.87 5.46 4.52 3.14 
堆肥lt資材区 0.48 13.40 15.39 16.79 7.59 
堆肥3t区 0.39 10.93 4.85 6.24 3.20 
堆肥3t資材区 0.82 10.13 7.53 4.11 4.87 
稲わら0.5t区 1.20 17.67 11.76 5.96 5.45 
稲わら0.5t資材区 0.21 18.27 12.23 7.58 5.08 
稲わら0.75t区 2.84 42.39 10.95 4.07 2.22 
稲わら0.75t資材区1.64 32.96 15.03 5.42 6.21 
資材多区 15.10 20.47 16.66 
一， N otdetermined 
r (A) 
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5126 6/30 7/14 
水稲の茎数 0.074 0.720* 






メタン濃度 0.011 0.815* ー 0.954ホ
NHrN 濃度 一 一0.199 0.566 0.519 
数字は，メタン放出量と水稲の茎数および各土壌環境要因との測定日毎の相関係
数を示す.












あり， 7月14日と 8月26日には有意の相関が認められた. があること等が明らかになった.
メタン放出量と土壌 Ehとの関係も 5月と 6月には有意 水稲の生育とメタン放出量との関係については，地上
の相関はなかったが 7月14日以後いずれも有意の負の 部生育量とメタン放出量の関係について検討した報告
相関があり，土壌 Ehが高い区ほどメタン放出量は低く 20)もある. しかし，これまでは通常，メタン放出量を
なる傾向があった さらに， 土壌ガス中のメタン濃度と 測定した水田の水稲の草丈が単に記録されてきた8-10)程
の関係では 7月と 8月にはメタン濃度が高い区ほどメ 度で，水稲の生育，特に茎数または穂数の違いがメタン
タン放出量が高くなる有意の正の相関が認められた.土 放出量に与える影響についてはほとんど考慮されて来な
壌中の NHrN濃度との聞には有意の相関はなかった かった 本研究では11試験区の水田の水稲の生育を茎数




































































































































































































ど NHrN濃度が高い という有意の相関は， Ehが低い
ほど有機物の嫌気的分解が促進されたことにより
NHrNの供給量が増加した結果と考えることができ，
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